
専門家の助言を活用して、経営継承を実現

経営概要

樋屋 喜代美
◆代表者・所在地
樋屋 喜代美 長野県宮田村

◆経営規模

りんご 220a、アスパラガス 44a、その他 12a

◆従業員数

パート・アルバイト４名

◆事業内容

りんご・アスパラガスを主体とした生産、

直販等に取り組む。

相談内容２

家族労働力を主体とした専業農家であり、地域の中心

的な経営体である。家族の体調不良を機に、後継者が令

和４年４月に就農し、経営継承を進めることとなり、経

営継承等について普及指導員へ相談したところ、農業経

営・就農支援センターを紹介された。

また、継承後は、新規就農者育成総合対策のうち経営

発展支援事業を活用した規模拡大を検討し、令和５年

４月を目途に経営継承を計画した。

支援内容3

■支援チームによる支援計画の策定

中小企業診断士による経営診断の結果から、経営継

承に向け、手続きの円滑化、経営継承計画や規模拡大

を見据えた経営計画等の策定支援が必要であることから、

経営戦略会議において支援チームを編成し、支援計画等

を策定した。

令和５年４月を目標とし経営継承を実施するにあたり、

経営継承の各種手続きとスケジュール、農地・建物・機械

等資産の移譲、そして贈与税等の申告について、専門家

や関係機関の支援を受けたい。

また、経営継承後の規模拡大を行うにあたって、後継者

の認定新規就農計画（５か年）の作成や営農データの

記録・活用方法についても専門家や関係機関の支援を受

けたい。

現状と相談までの経緯１

■専門家派遣を通じた支援の実施

支援計画に基づき、支援センターが中心となり、専門家

と調整を行った。経営コンサルタント等の派遣を通じて、経

営継承に向けた支援を実施した。

・経営継承に関する助言（公認会計士）
事業用資産の移譲に伴う贈与税・相続税について説明

し、選択可能な各種制度の利用について助言した。また、

今後の手続を具体的なスケジュールとして明確化するため

の助言を行った。

・経営改善に関する助言（経営コンサルタント）
経営改善に向け、営農・経理データを活用した品目別

収益性分析手法について指導した。

また、その結果を用いた経営計画策定について、収益向

上とコスト削減に関する助言を行った。

・各種計画書等の作成支援（県職員）

青年等就農計画、経営発展支援事業計画等の作成

に関する助言を行った。
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経営者夫婦（左右）と後継者（中）



長野県農業を担う若者を育成・確保するための総合窓口として、長野県を始め農業関係機関・団体によって設立され、関

係機関・団体と連携を図りながら、農業の担い手育成、確保に向けたさまざまな支援を行っています。

組織概要

■相談窓口
【経営相談】
住 所：長野県長野市大字南長野字幅下692－２
住 所：長野県庁５階 農村振興課
電話番号：０２６－２３５－７２４５
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
住 所：９：30～12：00 13：00～17：00
【就農相談】
住 所：長野県長野市北石堂町1177番地３
住 所： JA長野県ビル４階
住 所：（公財） 長野県農業担い手育成基金
電話番号：０２６－２３６－３７０２
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
住 所：９：30～12：00 13：00～17：00

支援を受けた後の経営状況４

■支援を受けて・・・
各種手続きの実施及び青年等就農計画の認定を受け、

令和５年５月に経営継承を行った。

専門家派遣を活用し、経営継承に関する手続き及び資

産移譲、申告時期等を確認した上で、経営移譲計画を

作成したことにより、行うべき事務が明確になり、計画的に

継承を進めることができた。

また、規模拡大を見据えた経営改善および計画策定に

向け、専門家から助言を受けたことで、品目や販路別の

収益性やコスト分析等の必要性、日々の記録の重要性

を認識できた。

喜びの声

前・経営者

不安に思っていることを色々と相談できて良かったです。

今までの振り返りも含め、第三者の目線の指摘は参考に

なった。事業は引き継いだが、今後も後継者へ技術等の

継承を行っていきたいです。

後継者（現・経営者）

相談したことで進め方が明確になり安心して継承すること

ができました。また、経営分析等の助言を受けたことで、現

状の把握と今後の経営方針等の参考になりました。魅力

ある農業を目指して頑張っていきたいです。

■今後の経営展開
経営継承後の各種届出及び経営発展支援事業の活

用等について手続きを進める。

また、より精度の高い経営計画の策定を行うため、品種

や品目別の労働時間、経費等の実態把握と経営分析を

実施し、規模拡大と経営目標の達成を目指す。

＜支援機関＞長野県農業経営・就農支援センター

りんご、アスパラガスの新植・改植の実施

経営継承の手法や手続について明確化できたことが不

安の解消に繋がりました。

この機会に帳簿事務等も後継者へ移行していきたいと

の希望もあり、簿記知識の習得に有用な農業農村支援

センター（普及指導センター）主催の簿記講座を紹介

しました。後継者が次のステップへ向けて邁進していく手助

けができたと思います。

専属スタッフ所感

経営実態把握に向けた労働時間の記録

経営相談窓口外観
（長野県庁）

就農相談窓口外観
（JA長野県ビル）
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